
 

 

 

 

令和７年１１月２６日（水）に八中校区地域学校保健委員会を第八中学校体育館で開催いたし

ました。地域学校保健委員会では、子供の生活行動をよりよく改善していく資質や能力の伸長を

目指し、家庭や地域社会との連携を図り健康課題の解決に向けた取組を行っています。 

 本年度は子供の体力・健康の実態についての報告の後、たかの呼吸器内科クリニックの高野義

久先生を講師にお迎えし、「デジタル・メディアとの上手な付き合い方」と題してご講話いただ

きました。 

  このたび、地域学校保健委員会の概要を「地域学校保健委員会だより」としてまとめましたの

で、ご一読いただき、ご家庭でも子供の健康管理及び健康増進に努めていただきますようお願い

します。 

 

１ 八中校区児童生徒の実態（歯科検診の結果及びむし歯治療の推移の結果） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 講演「デジタル・メディアとの上手な付き合い方」の概要 

                  たかの呼吸器内科クリニック 高野 義久 院長 

 

今回の講演は、依存症の種類・特徴、依存の脳や健康への影響などをお話していただきました。

また、薬物だけではなく、スマホ・ゲームの依存についても詳しくお話していただきました。資

料の一部を抜粋して載せておりますので、ご一読いただき、今一度、ご家庭でもスマホ・ゲーム

の使用についてお話しいただけると、お子様の健康管理及び健康増進につながるのではないかと

思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八中校区地域学校保健委員会だより      
宮地小・第八中 令和８年２月発行 

上のグラフは本年度の八中校区の児童生徒の

歯科検診の結果を全国平均と比べたものです。

むし歯の保有者（むし歯治療済み＋未処置歯保

有）が小・中学校ともに全国より多い結果でし

た。                  

 左のグラフは、各学校の未処置歯保有者の治

療率です。小・中学校ともに８割程度の受診率

です。ご協力いただきありがとうございます。 

小・中学校ともに治療率 100％を目指してお

りますので、まだのご家庭は必ず受診をお願い

いたします。 

まず、むし歯にならないようにすること。そ

して、むし歯を未処置のままにしないこと。歯

は一生使うものです。大切にしてください。 

＊参加された保護者の方々からの感想 

・スマホの使い方やなるべく近くに置かないなど、改めて考えようと思いました。子ども

と毎日たくさん話をして、家族時間を増やそうと思いました。 

 

＊生徒の感想 
・依存症はいろいろな影響がでることを知れたので、メディアについてしっかり考えたい
と思いました。（３年生） 

・依存症になったら自分がコントロールできなくなることがとても怖いと思いました。最
近スマホを使いすぎているので、別の部屋に置いたり自分にできることを考え行動して
いきたいです。（２年生） 

・お話を聞いてメディアを使う時間が長すぎることがあると気づきました。これから少し
ずつでも減らしていこうと思いました。（１年生） 


